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京
都
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が
編

集
・

刊

行
し
て

い

る

年
刊
学

術

誌
（
O
貸

ミ
帖

碁）

の
一

，

修
験

道
」

特

集
号
で

あ
る
が

、

学
術

誌
の

＝
部
と

い

う
よ
り

書
籍
・

論
文
集
と

し
て

扱
っ

た

ほ

う
が
適
切
で

あ
る

。

二

〇
〇

八

年
四

月
に

米
国
コ

ロ

ン

ビ

ア

大
学
で

開
催
さ
れ
た
修
験
道
を
テ

ー

マ

と

し
た

特
別

会
議
で

発
表
さ
れ
た

研
究
を

も
と

に
編
集
さ
れ

、

こ

の

分
野
で

著
名
な
欧

米
研

究
者
や
日
本
の

修
験
道

研
究
を
代
表
す
る

研

究
者
を

含
め

た

記
念
す
べ

き

大
会
議
で

あ
っ

た
。

こ

の

会
議
は

欧
米
で

の

修
験
道
や
民

俗
宗
教

研
究
の

先
駆
け

（

「

先
達
」

と

も
い

う
べ

き
か
）

と
し
て

知
ら

れ

て

い

る

d
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博
十
の

研
究
を
記
念
し、

献
じ
ら

れ

て

い

る．、

　
こ

の

会
議
の

発
表
を
も
と
に
、

フ

ラ

ン

ス

語
や
日
本
語
の

研
究
が

英
訳

さ

れ
、

フ

ラ

ン

ス

語
の

「

概
要
」

を
付
さ
れ
て

い

る
。

も
と

も
と

目
本
語

の

論

文
は

下
記
で

日

本
語
タ

イ

ト

ル

の

ま
ま

記
し

て

い

る

が
、

全
て

英
訳

さ
れ

て

い

る
。

そ

の

内

容
と

意
義
を

簡
単
に

紹
介
し

た
い

。
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編
集
者
が
「

序
文
」

と

し
て

修
験
道
に

つ

い

て
、

ま
た
、

修
験
道

研

　

　

究
の

意
義
に

つ

い

て

再

検
討
し

、

国
内
・

国
外
の

修
験
道
研

究
の

発

　

　

展
を

簡
単
に

説
明
し

て

い

る
。

修
験
道
の

研
究
は

他
の

分
野
（
仏

教

　

　

学
や

各
宀

示

学、

神
道、

民
俗
学
一

般
な
ど

）

と

比
べ

て
、

い

ま
だ
に

　

　

に

研
究

が
少
な
い

こ

と
を

指
摘
し
て

い

る
。

二

〇
世

紀
初
頭
に

は

宗

　

　

派
的
な

研
究
が
目
立
っ

て

い

た
が、

戦

後
は

村
上

俊
雄

、

和
歌
森

太

　

　

郎、

堀
一

郎
な
ど

の

学

術
的

研
究
に

発

展
し
、

そ
の

後
は
五

来
重
と

　

　

宮
家
準
の

大
業
績、

そ
し
て

各
地

方
（
戸

川

安
章、

な
ど
）

の

細
か

　

　
い ．
畊
究
が

蓄
積
さ

れ
た

こ

と

を
紹
介
し
て

い

る
。

海
外
で

も

修
験
道

　

　

研
究
は
比

較
的
少

な
い

が、

ド

イ

ツ…
計
・

フ

ラ

ン

ス

語、

英
語
な
ど

　

　
で

発
表
さ
れ

て

き
た

研
究
を

紹
介
し
て

い

る
。

最
後
に

論
文
集
の

内

　

　

容
を
紹
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し、

、
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」
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修
験
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の

事

情
に
鑑

　

　
み

な
が
ら

「

修
験

道
」

の

定
義

を
再

検
討

す
る
。

「

修
験

道
」

は

宗

　

　
教
・

象
徴
・

儀
式
的
な

様
相
の

み
な
ら
ず

、

社

会、

経
済

、

政
治、

　

　

組
織

、

思
想、

歴

史、

地
理

、

技
能、

真
理

、

人

間
的
な
い
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い

ろ
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な
様

相
を

含
む

現
象
で

あ

り
、

そ
の

複
雑
な

有
様
を

見
逃
す
べ

き
で

　
　

は
な
い

、

と

強
調
し
て

い

る
。

ま
た
、

ロ

ー

カ

ル

な

修
験
グ

ル

ー

プ

　
　
の

現
代
的

発

展
と
、

修
験

道
に

お

け
る

秘
密
性
と

ス

ペ

ク
タ

ル

化

　
　
（ ．，
ω

づ
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p
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岳
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．．）

に

注
凵
し
、

さ
ら
に

「

女
人
禁
制
」

と

　
　

修
験
道
に

お

け
る

女
性
の

参
加
に

つ

い

て

検
討
し
た
上
で

、

現
代
の

　
　

修
験
道
の

行
方
を
論
じ
て

い

る
。
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日
光
と
甑

岳
の

修
験
道
を
と

り
あ
げ、

そ
の

歴

史
と

現
状
を

紹
介
・

　
　

説
明

す
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

「

修
験
道
」

の

定
義
を
再

検
討
す
る

。

　
　

ま
た
、

日
光
と

甑
岳
で

の

儀
式
の

復
興
を
細
か

く
分
析
し

、

修
験
道

　
　
の
、

特
に

在
家

参
加
者
と

し
て

の

現
状
に
注
目

す
る

。

宮
家
準
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日
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山

岳
信
仰
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修
験
道
の

歴
史
と

展
開
を
古
代
か
ら

現
代
ま
で

、

特
に
山
の

社
寺
と

　
　
の

関
係
を

中
心
に

み

て
、

簡
潔
に

紹
介
す
る

。

著
者
の

日
本

語
で

の

　
　

研
究
業
績
が

膨

大
で

あ
る

こ

と

は

言
う
ま
で

も
な
い

が、

英
語
で

紹

　
　

介
さ

れ
る

こ

と

は

海
外
の

宗
教
学

者
に

と
っ

て

あ
り
が
た
い

こ

と
で

　
　

あ
る
。

佐
藤

弘
夬

「

山

岳
観
の

変
遷
と

修
験
道
」

（
O
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昏
 

08
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日

本
の

歴

史
に

お

い

て
、

「

山
」

が

ど
の

よ

う

な
意
義
を
も
っ

て

い

　
　
た
か
、

ま
た

そ
れ

が
ど
の

よ

う
に

変

容
し
て

い

っ

た

か
に
つ

い

て

検

　

　
討
す
る

。

神
南

備
と

し
て

の

山
、

修
行
の

場
と

し
て

の

山、

霊

魂
の

　

　
住
処
と

し
て

の

山、

浄
土
と

し
て

の

山
、

彼
岸
と

し
て

の

山
、

現
代

　

　
の

「

墓
場
」

と
し
て

の

山、

な
ど
、

修
験

道
の

み
な

ら
ず、

凵

本
の

　

　
宗
教
の

重

要
な

様
相
と

し
て

の

「

山
」

を

分
析
し
て

い

る
．

関
卩

眞
規
子
「

三

寶
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門

跡
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「
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」
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棟
梁
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醍
醐

寺
三

寶
院

門
跡
の

歴

史
と

修
験
道
當
山

派
の

本
部
と

し
て

の

役

　

　
割

、

特
に

近
代
（
一

七

世
紀
）

以

降
の

展
開
（

「

修
験

道
法

度
」

な

　

　
ど
に

よ

る

本
山

派
・

當
山
派
の

組
織
化、

な
ど
）

を

紹
介
す
る

。

聞
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勹
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8
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近
代
以

前
の

日

本
社

会
に

お

け
る

山

伏
の

社
会
的
地

位
に
つ

い

て

検

　

　
討
す
る

。

ま
ず
山
伏
の

自
画
像
を
と

り
あ
げ

、

一

般

社
会
か
ら
は

天

　

　
狗
・

非
人
・

職
人
・

芸

能
民、

あ
る

い

は

「

生

き
仏
」

な
ど

と
し

て

　

　
見
ら
れ
、

い

ろ

い

ろ

な
社
会
的

活
動
を

し
た

山

伏
を

描
写

す
る

。

山

　

　
伏
は

H
本
の

社
会
で

は

「

仲
介
者
」

（

日
o

象
簿
霞
〉

と

し
て

の

役
割

　

　
を
果
た

し
て

き
た
、

と

指
摘
し
て

い

る
。

鈴
木

昭

英
「

蔵
王

権

現
垂

迹
説
話
の

展
開
」

（
→
『
 

∪
 
〈

Φ

δ
O

ヨ
Φ

巨
o
臨

硫
曽

ミ
簿
ミ

Qっ

8
目

冨
゜。

国

σ
o
匚
冖

NgOOo

品
窪）
（

英
訳
冖

＝

窪
浮
奠
bd
馘
吋）

　

　
金
剛
蔵
王

菩
薩
・

蔵
王

権
現
の

出
現
の

経
緯

、

金
峯
山
で

の

発

展、

　

　
蔵
工

権
現
の

図
像、

説
話
に

お

け
る

蔵
土

権
現、

本
地
仏
と

蔵
王

権

　

　
現、

な
ど
の

細
か

い

分
析
に

よ

っ

て

蔵
｛

権
現
の

由
来
と

日

本
の

歴

　

　
史
の

な
か

で

の

神
仏

習
合
・

本
地
重

迹
的

役
割
を

説
明
す
る

。
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O
⊆
o

巨

岡
ロ

巳゚

崎
98

ε
ω

カ
 

需
耳
聟
8
＝
嘗
お
望

o
咄

G∩

冨
mq
 

民
9

宣
Φ

葺
温
o
餌

口
o
昌

砕
o

日

〈
oo

巴

〉

ほ
吃．
（
大
内

典。

英
語
で

執

筆）

　
　

修
験
道
に

お
け
る

法
華

懺
法
の

内

容
と

役
割、

ま
た
修

験
道
の

儀
式

　
　

に

お

け
る

「

幵
」

と

「

音
声
」

の

重

要
性
に

注
目
し
て

い

る
。

特
に

　
　
「

秋
の

峯
」

に

お
け
る

「

音
」

を

細
か

く
紹
介
し

て

い

る
。

ま
た
、

　
　
天

台
仏
教
の

法
華
三

昧
が
「

法
華

懺
法
」

に

展
開
し
て

い

っ

た

内
容

　
　
を

紹

介
し
、

静
か
に

観
想

す
る

よ

り
音
声

を

通
し
て

の

儀

式
（
読

　
　

経
、

懺
悔、

声

明
な

ど
）

の

重
要
性
を

指
摘
し

て

い

る
。

事
例
と
し

　
　
て

羽

黒
修
験
道
に

お

け
る

法
華
懺
法
を

分
析
し

て

い

る
。

鈴
木
正

崇
「

熊
野
信

仰
と

湯
立

神

楽
」

（
囚
二

日

嘗
oud

窪
Φ

雰

穹
匹

《
ミー

§
鷺

蠹
ミ
賢

勹
o

塊
o
「

∋

餮
8）
ハ
英
訳
冖

O
鎚
8
「

Gり
o

註

∋
o

…

　
　
「

湯
立
」

に

つ

い

て

簡
単
に

紹

介
し

て

か
ら

、

熊
野
に

お
け
る

「

お

　
　
湯
」

の

重

要
性
に

注
目
し

、

特
に

熊
野
を
中
心
に

「

湯
立
」

と

「

神

　
　
楽
」

の

関

係
と

そ
れ
が
熊
野
以

外
の

地

方
に

ど

の

よ

う
に

広
ま
っ

て

　
　
い

っ

た

か
に

つ

い

て

歴
史
的

展
開
を

説
明
し

て

い

る
、

　

内
容
の

説

明
が

長
く
な
っ

た
が
、

こ

の

説

明
で

明
ら
か
な
よ

う
に

、

こ

の

論
文

集
は

多
様
多
彩
で

充
実
し
た

内
容
で
、

多
く
の

研
究

者
・

編
集

者
・

翻
訳
者
が
加
わ
っ

た
労

作
で

あ
る

。

欧

米
で

の

修
験
道

研
究
は

ま
だ

少
な

く、

こ

の

論

文
集
は

海
外
で

の

修
験
道、

神

仏
習
合、

ま
た
日

本
の

宗
教
全

体
の

研
究
に

と
っ

て

貴
重
な
材

料
で

あ
る
、

こ

の

論
文
集
を

通
し

て、

日

本
語
が
読
め
な
い

多
く
の
宀

示

教

学
者
が

日
本
の

宗
教
史
と

そ
の

現

状
に

つ

い

て

多
く
を
学
べ

る

こ

と
が

期

待
で

き
る

。
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書評 と紹介

　

論
文

集
の

後
に

細
か

い

参
考
文
献
の

リ

ス

ト

が

添
付
さ

れ、

今
後
の

研

究
に

と
っ

て

貴
重
な
情

報
を

提
供
し
て

い

る
。

さ
ら
に

「

空
也
」

や

「

婚

姻
の

民

族
的

研
究
」

に

関
す
る

短
い

研
究
報

告
も

含
ま
れ

て

い

る
，

最
後

に、

フ

ラ

ン

ス

語
で

の

書
評
〔
藤
原
貞
朗
著

『

オ
リ
エ

ン

タ

リ
ス

ト
の

憂

鬱
』

、

評
者
彌
永

信
美）
、

ま
た
、

海
外
に

お
け
る

熊
野
と

修
験
道
研
究
に

と

っ

て

の

力

作
で

あ
る、

と

輿

ζ
o

興
日
pP

ト

ミ
ミ
蹄凡

鳶

、
蹟

ミ
ミ
覊、

き戦
ミ
“
嵩
o

、
賊

お
適
§

龕
鳴

鳥
謎

職

、

ミ

究
巴

粛
ご

婁

ト

ミ嚇
勢
ら

ミ》
笥

庶
、
丶

簡・

ミ
o
職

ミ
試

ミ
§
に

関
し

て

幻
o
｝
）

霞
→

O
仁

ρ

⊆
 

ロ

コ
o

が
細
か

い

紹
介
・

書
評
を

し
て

い

る
。

（723）


